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前
回
、
藤
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
と
り
あ
げ
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
発
達
し
た
昨
今
で

は
、
「
メ
タ
デ
ー
タ
」
と
呼
ば
れ
る
大

容
量
デ
ー
タ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
配
信
を

フ
ル
活
用
し
て
、
従
来
よ
り
も
は
る
か

に
実
物
資
料
の
利
用
可
能
性
を
高
め
る

こ
と
が
目
的
で
あ
る
。 

 

一
方
、
中
央
の
大
規
模
博
物
館
や
美

企
画
展
示
で
の
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携 

 

北
大
に
も
Ｍ
Ｌ
Ａ
は
揃
っ
て
い
る
。

北
大
総
合
博
物
館
、
北
大
植
物
園
が

M
useum

（
博
物
館
）
。
北
大
図
書
館

や
各
部
局
図
書
室
がLibibrary

（
図

書
館
）
。
そ
し
て
北
大
図
書
館
の
四
階

に
は
大
学
文
書
館
がArchives

（
文

書
館
）
と
し
て
存
在
す
る
。 

 

こ
こ
で
は
例
と
し
て
、
昨
年
春
に
北

大
総
合
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
企
画
展

「
花
の
日
露
交
流
史
」
の
舞
台
裏
を
見

て
み
よ
う
（
図
１
）
。
「
花
の
日
露
交

流
史
」
で
は
、
ロ
シ
ア
の
植
物
学
者
カ

ー
ル
・
ヨ
ハ
ン
・
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ

と
、
北
大
植
物
学
の
開
祖
で
あ
る
宮
部

金
吾
と
の
交
流
が
、
多
数
の
標
本
や
手

紙
な
ど
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
。
北
大

総
合
博
物
館
か
ら
は
、
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ

ッ
チ
や
そ
の
弟
子
の
須
川
長
之
助
、
そ

れ
に
宮
部
金
吾
が
採
集
し
た
植
物
標
本

が
多
数
展
示
さ
れ
た
。 

 
一
方
、
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
と
宮
部

金
吾
と
の
間
に
は
、
手
紙
に
よ
る
交
流

が
あ
っ
た
。
マ
キ
シ
モ
ヴ
ィ
ッ
チ
か
ら

宮
部
に
贈
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
肖
像
写

真
も
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
手

紙
や
写
真
類
は
、
大
学
文
書
館
に
よ
っ

て
今
で
も
大
切
に
保
存
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
が
展
示
さ
れ
た
（
図
２
）
。 

 

こ
う
し
て
あ
ら
た
め
て
資
料
を
一
堂

に
揃
え
て
み
る
と
、
バ
ラ
バ
ラ
に
見
て

い
た
の
で
は
気
が
つ
か
な
か
っ
た
新
事

実
な
ど
が
見
い
だ
さ
れ
る
こ
と
が
あ

術
館
レ
ベ
ル
の
、
メ
タ
デ
ー
タ
フ
ル
活

用
な
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
に
は
、
残
念
な
が
ら

北
海
道
は
程
遠
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

し
か
し
、
身
近
で
出
来
る
こ
と
か
ら
、

Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
は
可
能
な
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
実
際
に
、
こ
の
三
者
は
少
し
ず

つ
小
さ
な
連
携
を
進
め
て
い
る
。
そ
こ

で
今
回
は
、
北
大
総
合
博
物
館
に
お
け

る
Ｍ
Ｌ
Ａ
連
携
の
実
例
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。 

る
。
モ
ノ
を
保
管
す
る
部
局
と
図
書
や

文
書
な
ど
を
保
管
す
る
部
局
。
互
い
が

協
力
す
る
こ
と
で
、
学
問
的
に
も
新
し

い
道
が
開
け
て
く
る
。 

 

図
書
館
活
動
を 博

物
館
で
紹
介

 

北
大
図
書
館
に
は
、
札
幌
農
学
校
以

来
の
膨
大
な
書
籍
が
収
蔵
さ
れ
て
お

り
、
ふ
だ
ん
は
「
貴
重
書
」
と
し
て
、

特
別
な
手
続
き
を
と
ら
な
く
て
は
閲
覧

で
き
な
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
良
好
な

状
態
で
保
存
を
継
続
し
て
い
く
た
め
に

は
、
必
要
な
こ
と
だ
。 

 

こ
の
北
大
図
書
館
の
蔵
書
を
紹
介
す

る
コ
ー
ナ
ー
が
、
総
合
博
物
館
の
二
階

に
あ
る
「
蔵
書
展
」
だ
（
図
３
）
。
最

近
ま
で
は
実
物
が
展
示
さ
れ
て
い
た

が
、
そ
こ
は
古
い
紙
モ
ノ
資
料
。
光
や

湿
度
の
影
響
で
劣
化
が
進
行
し
て
は
困

る
の
で
、
最
近
は
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
に

置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
レ

プ
リ
カ
と
言
え
ど
も
、
北
大
図
書
館
が

ど
の
よ
う
な
蔵
書
を
収
集
し
、
活
用
さ

れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
役
割
を
知
る
こ

と
が
出
来
る
展
示
だ
。
展
示
に
関
す
る

ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
博
物
館
と
、
実
際
の

本
を
所
蔵
し
て
い
る
図
書
館
と
が
連
携

す
る
こ
と
で
、
初
め
て
出
来
る
試
み
で

あ
る
。 

 

そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を 

活
か
し
た
連
携

 

総
合
博
物
館
の
蔵
書
は
、
図
書
館
の

博物館は連携する②
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協
力
を
得
て
登
録
さ
れ
、
館
外
の
人
た

ち
に
も
有
効
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と

は
連
載
第
５
回
（
三
二
七
号
）
で
紹
介

し
た
。
情
報
検
索
と
発
信
の
機
能
は
、

図
書
館
が
最
も
特
異
と
す
る
分
野
な
の

で
あ
る
。
一
方
、
一
枚
物
の
文
書
や
手

紙
、
写
真
な
ど
は
、
今
の
総
合
博
物
館

に
ほ
収
蔵
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
い
。
大
学

文
書
館
の
機
能
は
、
こ
う
し
た
非
図
書

系
文
書
資
料
の
収
蔵
と
活
用
に
多
い
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。 

 

モ
ノ
を
集
め
、
展
示
・
公
開
・
研
究

す
る
博
物
館
と
、
利
用
者
へ
モ
ノ
や
情

報
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
特
異
な
図
書

館
。
手
描
き
の
メ
モ
や
写
真
を
資
料
と

し
て
収
集
・
翻
刻
し
、
情
報
発
信
す
る

文
書
館
。
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か

し
、
足
下
か
ら
出
来
る
連
携
が
今
日
も

模
索
さ
れ
、
実
践
さ
れ
て
い
る
。
Ｍ
Ｌ

Ａ
の
揃
っ
て
い
る
総
合
大
学
「
北
大
」

は
、
宝
の
山
と
宝
を
活
か
す
職
人
達
の

宝
庫
な
の
で
あ
る
。 

図１ 2010 年春に開催された「花の日露交
流史：幕末の箱館山を見た男」展。総合博
物館の他、大学文書館・北大図書館・北大
植物園・岩手大学・ロシア科学アカデミー
など、国内外のさまざまな機関の協力を得
て開催された。 

図３ 総合博物館 2 階に常設されている学術テーマ展
示「北大の蔵書」。開拓使が購入し札幌農学校へ引き継
がれた貴重書を多数収蔵している北大図書館の「札幌農
学校文庫」から、一部を紹介している。日頃は目にする
ことの無い貴重書の存在を広く知って場となっている。 

図２ 大学文書館に収蔵されている、ロシアのマキシモ

ヴィッチから北大の宮部金吾へ宛てられたハガキ。大学

文書館には公文書の他、こうした手紙やノートなど、書
籍とは異なる文書資料を多数収蔵しており、大学史研究

に重要や役割を果たしている。 


